
 

 

医師法第１６条の３の規定に基づく令和７年度から研修を開始する 

研修医の募集定員に係る協議について（定員変更） 

 

◯ 各臨床研修病院に係る研修医の募集定員の設定にあたっては、医師法第１６条の

３の各項の規定により、地域医療対策協議会への意見聴取を行うこととされている。 

＜ 医師法 ＞ 

第十六条の三 厚生労働大臣は、毎年度、都道府県ごとの研修医(臨床研修病院(前条第一項に規定す

る都道府県知事の指定する病院をいう。第三項及び次条第一項において同じ。)において臨床研修を

受ける医師をいう。以下この条及び第十六条の八において同じ。)の定員を定めるものとする。 

２ 厚生労働大臣は、前項の規定により研修医の定員を定めようとするときは、あらかじめ、医道審議

会の意見を聴かなければならない。 

３ 都道府県知事は、第一項の規定により厚生労働大臣が定める都道府県ごとの研修医の定員の範囲内

で、毎年度、当該都道府県の区域内に所在する臨床研修病院ごとの研修医の定員を定めるものとす

る。 

４ 都道府県知事は、前項の規定により研修医の定員を定めようとするときは、医療法第五条の二第一

項に規定する医師の確保を特に図るべき区域における医師の数の状況に配慮しなければならない。 

５ 都道府県知事は、第三項の規定により研修医の定員を定めようとするときは、あらかじめ、その内

容について厚生労働大臣に通知しなければならない。 

６ 都道府県知事は、前項の規定による通知をしようとするときは、あらかじめ、地域医療対策協議会

の意見を聴かなければならない。 

７ 都道府県知事は、前項の規定により地域医療対策協議会の意見を聴いたときは、第三項の規定によ

り研修医の定員を定めるに当たり、当該意見を反映させるよう努めなければならない。 

 

◯ 令和６年３月１２日に開催した地域医療対策協議会において、各臨床研修病院の

募集定員について意見照会したところ特に意見はなく、各臨床研修病院が希望する

募集定員で厚生労働省へ報告を実施。 

 

◯ しかしながら、山梨県立中央病院より、救命救急センターの医療提供体制や二次

救急医療体制の充実および医師の働き方改革の観点から募集定員を２名増加したい

旨の依頼があったため、再度意見照会を実施したい。 

 

◯ 厚生労働省から示されている令和７年度から研修を開始する研修医の本県の募集

定員の上限が１０６名であるのに対し、各臨床研修５病院が希望する募集定員の変

更後の合計は８５名であり、本県の募集定員上限の範囲内である。 

 

○ ついては、令和７年度から研修を開始する研修医の募集定員の変更については、

各臨床研修病院が希望する募集定員のとおり認めることとしたい。（詳細別紙参照）  

資料１  



別 紙 

 

１．令和７年度から研修を開始する研修医の本県の募集定員の上限 

    １０６名 

 

２．令和７年度から研修を開始する研修医の各臨床研修病院の募集定員（変更後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R6

確定募集

定員数

各病院希望

定員数

県算定ルール

定員数

（※1）

変更前

募集定員数

変更後

募集定員数

山梨大学医学部附属病院 42 42 42 42 42
一般 26 26 26 26
たすき掛け 12 12 12 12
小児科重点 2 2 2 2
産科重点 2 2 2 2

山梨県立中央病院 27 27 27 27 29
総合 23 23 23 25
小産重点 4 4 4 4

甲府共立病院 6 6 6 6 6

市立甲府病院 6 6 6 6 6

山梨赤十字病院 2 2 2 2 2

83 83 83 83 85

1 1 － 1

合　計

R7

臨床研修病院名

山梨大学医学部附属病院

（基礎研究医プログラム）


